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１．はじめに 

１）湯沢市若者や女性が輝くまちづくり推進協議会について                                 

第１期湯沢市まち・ひと・しごと創成総合戦略において、『「若者」と「女性」が主役の

「異色の地方都市」への挑戦』を掲げ、平成29年３月に若者や女性のまちづくりへの参画

機会を積極的に確保することを目的に、湯沢市若者や女性が輝くまちづくり推進条例が制

定されました。同条例第12条において、若者や女性の活躍推進に資するため、湯沢市若者

や女性が輝くまちづくり推進協議会（以下、推進協議会という）を置くとされ、推進協議

会は、市長の諮問に応じ、若者や女性の活躍推進に関する重要事項について調査し、及び

協議し、また、市が実施する若者や女性の活躍推進に関する施策の実施状況について必要

に応じ調査し、必要と認める事項について市長に意見を述べることと定められています。 

 令和５年度推進協議会のメンバーは、公募により選考した者、各種機関や若者女性団体

等から推薦された者、市内の高等学校に通学する者16名によって組織されました。推進協

議会では、未来の湯沢市の「あるべき姿」を思い描きながら、「若者や女性が活躍する湯

沢市」であるために、市として取り組むべき事業を提案することを目的として６回にわた

る会議を重ね、各委員が熱意を持って議論し、報告書を取りまとめました。 
  

２）推進協議会委員名簿 

委員の選出に当たっては、公募２名、市長が特に必要と認める者２名のほか、女性団体

から３名、若者団体から３名、関係機関から４名、市内高校から２名が推薦され、湯沢市

長から委嘱されました。 

  
                            委員16名 任期：令和５年5月25日～令和7年３月31日                                       

役 職 氏 名 所 属 備考 

会長 小野塚 真美 公募 女性 

副会長 菅 善徳 あきたＦ・Ｆ推進員 男性 

委員 伊藤 圭 公募 女性/若者 

〃 佐藤 雅俊 一般社団法人湯沢青年会議所 男性/若者 

〃 松倉 みほ子 湯沢商工会議所青年部 女性/若者 

〃 阿部 俊介 ゆざわ小町商工会青年部 男性/若者 

〃 安倍 直見 秋田県雄勝地域振興局 女性 

〃 古関 雄大 ゆざわリビングラボサポートオフィス 男性/若者 

〃 伊藤 太志 北都銀行湯沢支店 明日の湯沢を考える会 男性/若者 

〃 佐藤 拓弥 いんない未来塾 男性/若者 

〃 大野 理智子 小安峡温泉 きらめき女子会 女性 

〃 見田 美紀 ひよこサークル 女性/若者 

〃 大日向 陽子 秋田県醗酵工業株式会社 A-ribbon 女性 

〃 佐々木  美空 秋田県立湯沢高等学校 女性/若者 

〃 鈴木 伽衣 秋田県立湯沢翔北高等学校 女性/若者 

〃 加藤 和加奈 集落支援員 女性/若者 

条例において、若者とは当該年度の４月２日現在 15 歳以上 39 歳以下である者と定義されています。 
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２．推進協議会の経過 

１）第 1 回推進協議会（令和５年５月 25 日） 

時 間 17 時 30 分から 19時まで 会 場 湯沢市役所本庁舎会議室 21・22 

出席者 出席委員 15名 市長ほか事務局６名 

テーマ 市が実施する若者や女性の活躍推進に関する施策・事業の実施状況の確認 

内 容 １．委嘱状交付 

２．市長あいさつ 

３．自己紹介  

４．会長・副会長選任 

５．諮問について 

６．湯沢市若者や女性が輝くまちづくり推進条例について 

７．市が実施している若者女性活躍推進関連事業について 

８．協議会の進め方及び年間スケジュール(案)について 
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２）第２回推進協議会（令和５年６月 21 日） 

時 間 17 時 30 分から 19 時 30 分まで 会 場 湯沢市役所本庁舎会議室 21・22 

出席者 出席委員 14名 事務局５名 

講 師 早稲田大学マニフェスト研究所 長内 紳悟 氏 渡辺 太樹 氏 

テーマ 市が取り組んでいる若者や女性の活躍推進に関する施策・事業、 重要業績評価

指標（ＫＰＩ）の設定が適切であるか確認 

内 容 講義「若者・女性が輝くまちづくりを立案する」 

  
 

  

２０４０年の湯沢市 人口ピラミッドの頂点は８０代女性に 
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３）第３回推進協議会（令和５年７月８日） 

時 間 13 時から 16時まで 会 場 湯沢市役所本庁舎市民ロビー 

出席者 出席委員 11名 事務局２名 

テーマ 「若者や女性が活躍する湯沢市」を思い描き、どうしたら思い描いた姿を実現で

きるのか話し合う（課題の設定・アイデア出し）パート１ 

内 容 １．第２回推進協議会のふりかえり 

２．みんなで参加しよう「議員としゃべろうマチトーーク!!議会フォーラム 

2023」 ～ゆざわの未来をデザインしよう～ 
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ワールドカフェのテーマ 
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４）第４回推進協議会（令和５年９月７日） 

時 間 18 時から 20 時 15 分まで 会 場 湯沢市役所本庁舎会議室 21・22 

出席者 出席委員 13名 事務局５名 

テーマ 「若者や女性が活躍する湯沢市」を思い描き、どうしたら思い描いた姿を実現で 

きるのか話し合う（課題の設定・アイデ出し）パート２ 

内 容 １．これまでの協議会のふりかえり 

    ２．グループワーク 

①様々なデータから湯沢市の課題を把握しよう。 

②みんなで考える「湯沢市が〇〇な状態であるために、解決したいことは何か。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

全国 Well-Being 調査の結果（湯沢市の客観詳細） EBPM 支援ツールにより近隣自治体と比較（出生数の推移） 
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ワークショップのまとめ 

 



 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

9 

 

５）第５回推進協議会（令和５年９月 28 日） 

時 間 18 時から 20 時 15 分まで 会 場 湯沢市役所本庁舎会議室 21・22 

出席者 出席委員 14名 事務局５名 

テーマ 「若者や女性が活躍する湯沢市」であるために、市として取り組むべき事業を 

提案（アイデアの絞り込み）パート１ 

内 容 １．第４回協議会のふりかえり 

    ２．グループワーク 

目標（目指すための道標）をたて、どうしたら解決できるか（手段）考える

アイデアソン 
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解決したい課題
課題の解決に向けた

目標
課題を解決するための手段（事業） 事業の概要

人口減少
人手不足
高齢化による問題

・住んでいる人が快
適に、外から来る人
が快適に
・８割以上の市民が
幸福感とプライドを
もって暮らせる

市が出資する第３セクター方式「（株）犬っ
こゆざわ」を設立　資本金500万円
→会社を設立することにより、若者のＡター
ンや県外からの人口流入が期待され、かつ、
課題解決に向かうのではないか。

市民の困りごと、人手不足に対して、要請に応じて人材を派遣する会社を設立する。
→社内に以下の部を設ける。
①農林作業部：さくらんぼ、りんご、田んぼ等農繁期の作業の手伝いや草刈り
②生活・インフラ部：雪下ろし、雪かき、墓そうじ、遺品整理、高齢者の買い物
③観光・レジャー部：外国人の観光案内、イベントやお祭りの手伝い、ゲストハウスの
支援、空き家の活用
④スポーツ・教育部：課外活動、部活動
⑤協力隊部：地域活性化のための活動計画、人材育成
⑥広報部：湯沢の魅力発信

地域経済の衰退 地場産業事業者数→
現状維持
地元雇用人数→現状
維持

湯沢市地産地消推進条例を制定
→香典返しでいただく品はお茶や海苔など、
市外で生産された品がほとんど。お酒や稲庭
うどんなど、地元の品が選ばれることによ
り、地域経済が活性化するのではないか。

しかし…地元の品を選ぶことは強制されない。だから…理念条例として制定。
→市民が（意識的に）香典返しに地元の品を選ぶことにより、地域経済は活性化する。
→香典返しの地産地消に国内で取り組んでいる自治体はないも！？
→香典返しの需要はしばらく減らない。
→新たな産業や特産品が生まれるかも！？

地域自治組織が自立
しない

旧市町村ごとに４つ
の組織を設立する。

既存の地域自治組織とは別に、営利を追求し
て自主運営していく組織をつくる。

初めは旧市町村に１つずつでNPO法人化した地域自治組織をつくり、それぞれの地域の課
題を掘り下げて解決していく。
→買い物支援、お祭りの運営、雪下ろし、除雪、病院の送迎、人材派遣、用水路の整
備、耕作放棄地の管理

幸福度が低い 各地域におけるコ
ミュニティの再構築

湯沢市民大運動会（綱引き大会など）を開催
する。
→世代や地域のくくりを超えたつながりを構
築するため、毎年集える催事の確立を目指
す。

・各地区対抗の運動会（スポーツ大会）を開催することにより、地域や世代を超えたつ
ながりが生まれる。
→地域自治組織が参加を取りまとめ、定員を設けて必ず出席する。
→外部向けのイベントではなく、市民向けのイベントとして開催する。

伝統芸能・文化の継
承、お祭り、行事の
継続が難しい

新たな担い手を発掘
し、お祭りや行事を
担う団体の平均年齢
の引き下げ

お祭り男、お祭り女発掘事業 ・お祭り好きな「若者」と「お祭り」へのマッチングをし、地域を越えて担い手を発掘
する。
・伝統文化継承のためのアーカイブを作成。装飾品の飾り方や踊りなどを映像や資料で
保存する。
・伝統芸能体験教室を開催し、伝統文化に触れる機会をつくる。
・地域伝統芸能祭を開催し、伝統芸能文化を広く市民に知ってもらうとともに、保存団
体相互の交流を促進する。
・保存団体の支援（活動助成）や情報発信を行い、継承・発展を図る。

地域幸福度（Well‐
Being）が低い

一人一人が幸せを感
じられる社会の形成

湯沢市が独自に取り組む事業 ・ワークライフバランス
→有給・育児休暇取得率UP（特に男性）、労働時間の短縮
・社会保障
→教育費、給食費の無償化
→児童手当、失業手当の拡充
・教育
→子供の能力や自主性、思考力を伸ばす教育

ワークショップ１ 市長への事業提案（個人ワーク１班まとめ） 
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解決したい課題
課題の解決に向けた

目標
課題を解決するための手段（事業） 事業の概要

一次産業など、地場
産業の魅力が伝わっ
ていない（就職者の
減少、出戻り不足）

・待遇（給与）面に
おいて、現在より〇
パーセントアップ
・魅力を伝える工夫
をして就職人数を〇
人増やす

待遇面を改善するために売り上げUPの必要が
あるため、秋田の関係人口に対して湯沢のモ
ノを売るプラットフォームの立ち上げ

仕事や家庭の問題で、秋田に戻ってくることはできないけど、何か応援したいという人
が県外には多くいるのではないか。お米や野菜など、どこで買っても同じモノを全て湯
沢のモノにできたらいいのに…と考えていたがなかなか難しかった。県外の関係人口向
けに湯沢のモノを購入できるプラットフォームを用意して売り上げUPに繋げる。１年間
のお米や野菜などを購入してくれれば、秋田に帰省する片道分の新幹線代をポイントと
して還元するなど、メリットを作ることで拡大を図る。

移住者への支援が少
ない

秋田県が発行してい
るウェルカムパス
ポートに湯沢市の事
業者を掲載する（３
事業者以上）

ウェルカムパスポートへの掲載手順を確認
し、必要な手続きを行う。

湯沢市に移住した際に秋田県から頂いたウェルカムパスポートに湯沢市の事業者が１カ
所も掲載されておらず、利用することができなかった。湯沢市の登録事業者を増やすこ
とで、移住者にも施設を知ってもらい、今後も利用してもらうきっかけづくりを行う。

湯沢市には自然を生
かした遊び方やアク
ティビティがたくさ
んあるはずなのに、
移住者からすると、
どこでどうやったら
できるのか情報が分
からない。

・簡単にできるキャ
ンプや釣り、自然遊
びなどを週に１回以
上情報発信する
・情報をまとめたサ
イトをつくる

移住者向けの支援に特化したプロジェクトを
発足

移住者目線に立ってあらゆる課題や施策を話し合い、具体的に変えていくことができる
プロジェクトを立ち上げることで改善につなげる。組織には若者や移住者に入ってもら
う。

移住者が少ない ・ワーケーション人
数を増やす
・関係人口を増やす

ワーケーション誘致のための施設整備事業 ・テレワークが可能な施設を増やす。
・Wi-Fi環境を整える。
・人の魅力や住みやすさ、居心地の良さをアピール。

若い世代に興味を
もってもらえていな
い

若者の目に「湯沢
市」を入れる

若者がよく活用しているものを湯沢市も活用
していく真似っこ事業

・若者が目にしているTikTokやInstagramを活用する。
・HPのデザインなどから、湯沢市の魅力が伝わるような工夫（遊び心がある）をする。
・HPなどに目安箱を設置する。

企業や農家の担い手
不足

稼ぐ地域をつくり安
心して働けるように
する
→新たな働く場所の
創出と維持

ちょこっと体験交流事業 ものづくり体験等の交流イベントを企画し、興味を持ってもらえるようにする。

若者の県外への進
学・就職による若年
層の減

若者のＵターン促進 湯沢市就職促進奨学金返還を支援する事業 ・専門学校や大学への進学の際の奨学金の返還を支援する。（就職して５年たったら50
万円）
・募集要項を決め、高校等へ配布し、HPなどでもアピールする。
・就職情報サイト等への情報提供（就業支援）
・空き家等を活用して起業に関する相談や資金等支援（起業支援）
・地元の農業等への支援（就農支援）
・HPを活用し、見やすく楽しく湯沢のアピールをしていく。

ワークショップ１ 市長への事業提案（個人ワーク２班まとめ） 
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ワークショップ１ 市長への事業提案（個人ワーク３班まとめ） 

解決したい課題
課題の解決に向けた

目標
課題を解決するための手段（事業） 事業の概要

空き家の増加 再利用のための事業
を最低一つは起こし
て空き家を減らす

空き家や廃校舎の利活用推進事業 ・空き家を宿泊できるようにして移住者を支援する。
・廃校を改装して子供たちが遊べる施設をつくる。
・高校生のニーズに合わせた施設をつくる。

若い世代が少ない ・子育て世代の増加
・子育て世代の移
住、定着

公園に施設をつくり管理する。 遊ぶものを増やす（年齢別の遊具、ストライダー、一輪車など）

娯楽、交流の場が減
り、人々の繋がりが
無くなってしまうこ
と

幅広い世代の人々が
集まれる場所を作る
こと

幅広い世代の人々が集まるきっかけづくり事
業

公民館等に楽器（ピアノやギターなど）を設置。
→音楽のまち”ゆざわ”と結びつける。

高齢者、子供、若者
が集い、交流ができ
る場所が少ない

老若男女が気軽に集
える場所の提供

みんなが集える憩いの場提供事業 学童に行けない子供や高校生が気軽に集える場所を整備する。

・婚姻率、出生率の
低下

全国平均まで婚姻率
と出生率を上げる

婚活サービス料補助事業 婚活サービスを利用して結婚した人へ補助金を交付（領収証の掲示で）する。

・児童館定員オー
バー（かぎっ子対
策）

地区センター（公民
館）をいこいの場に

地区センター（公民館）再構築事業 市民が気軽に集える環境を整備（eスポーツ、音楽、ジジババじゅく）

・アーケード街の
シャッター街化

・移住者を増やす
・若者と街に元気と
活力を

湯沢市商店街活性化事業 空き店舗を市が借り上げて市民に提供する。小さいブースで様々なことにチャレンジ
（週末だけでもOK）施設予約アプリを活用する。

公園で安心安全に楽
しく遊べない（遊ん
でる人が少ない）

公園の利用者UP 子供から大人まで居心地のいいHAPPY♡な公園
整備事業

遊具の充実（１歳から小学校低学年が利用できる）、トイレ、東屋の整備
→平日に自宅保育しているママorパパも週末近場で遊ばせたいママorパパも子供もHAPPY
♡に‼公園が賑やかだとジジババもにっこり。
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６）第６回推進協議会（令和５年 10 月 17 日） 

時 間 18 時から 20 時 15 分まで 会 場 湯沢市役所本庁舎会議室 21・22 

出席者 出席委員 13名 事務局５名 

テーマ 続「若者や女性が活躍する湯沢市」であるために、市として取り組むべき事業を 

提案（アイデアの絞り込み） 

内 容 １．第５回協議会のふりかえり 

    ２．グループワーク 

目標（目指すための道標）をたて、どうしたら解決できるか（手段）考える

アイデアソン パート２ 

    ３．事業内容の発表（全体共有） 

    ４．今後の取組みについて 
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３．事業提案 

１）地域の「つながり」を再構築する地域経営組織育成モデル事業 

①目的  

人口が減少する中にあっても市民がみんな「幸福感」を持って暮らすため、世代や

地域のくくりを超えた「つながり」を再構築し、誰もが安心して住み続けられるま

ちづくりを目指す。 

②目標 

（短期）地域経営組織モデル地区２箇所設定 

（中期）地区組織23団体を組織化 

（長期）全23組織を傘下に置く法人団体「犬っこゆざわホールディングス」設立 

③事業の概要 

・市民の困りごとや人手不足など、多岐にわたる地域課題に対し、市民の要請に応 

 じて人材を派遣する会社（地域経営組織）をモデル地区２箇所に設立する。 

・地域自治組織から地域経営組織への転換によって組織を再構築するとともに、自 

 律的な経営をするための基盤を整える。（特定地域づくり事業協同組合制度の活 

 用による財政支援） 

・地域経営組織を立ち上げるための人材育成やマネジメントなど、組織体制の強化 

 に向けた支援を行う。 

２）湯沢市地産地消推進条例制定事業 

①目的  

地場産業の振興と雇用の維持を図るとともに、地域経済の活性化により稼げるまち

づくりを目指す。 

②目標 

（短期）湯沢市地産地消推進条例を制定 

（中期）冠婚葬祭の返礼品に地元の品を選ぶ割合 50% 

（長期）新たな特産品を取り扱う新会社の設立／新たな産業の創出 

③事業の概要 

・地産地消推進条例を制定して積極的にアピールすることにより、市民が市産品 

 等の歴史、文化、魅力に誇りと愛着を持ってもらい、冠婚葬祭の返礼品として 

 市民が市産品を選ぶように意識付けする。（強制はされないため、理念条例とし 

 て制定） 

・冠婚葬祭の返礼品の地産地消に取り組んでいる自治体はないかも。（全国から注 

 目される！？） 
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３）未来住宅づくりプロジェクト事業 

①目的 

若者や子育て世帯、移住者のための魅力的な宅地や住宅（古民家）を作り、定住者

を増やす。 

②目標 

市が管理している魅力的な土地・家を１年間で最低 30件登録 

（近隣市への転出者 20代～30 代 20 世帯＋移住者 10世帯） 

③事業概要 

・市が選定するエリア（小学校や施設が近いなど）の土地を市が取得し、若者や子  

  育て世帯、移住者を優先的に売却。同エリアに空き家がある場合、解体費用を助 

 成。 

・空き家や古民家を活用して住宅をリフォームし、低価格での賃貸、お試し滞在住   

 宅として活用。（賃貸開始後の経過年数に応じて借主へ譲渡） 

４）若者がつくる魅力発信コンテスト事業 

①目的 

若者に効果的な情報発信をすることで若者が市の魅力を再認識し、郷土愛を醸成す

る。 

②目標 

年に１回若者による若者視点の魅力発信動画コンテストを実施し、入賞３作品を市

のプロモーション動画として追加する。 

③事業の概要 

・若者を対象とした市のＰＲ動画を募集するコンテストを行い、優秀な作品を表彰 

 する。（例：賞金 100 万円など） 

・市民も投票できる仕組み（いいね！の数で決めるなど）を作り、湯沢市内部から 

 も外部からも評価できるようにする。 

・入賞作品は市のプロモーション動画として使用し、市公式ユーチューブなどに投 

 稿する。TikTok や Instagram など、多くの若者が利用する SNS 広告などにも活 

 用する。 

５）地域住民の交流の場づくり事業 

①目的 

地域住民が気軽に立ち寄れる交流の場や学生等の居場所づくりを行い、地域住民同

士のつながりや交流を活性化させ、郷土愛の醸成とにぎわい創出を図る。 
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②目標 

交流の場となるスペースを全ての地区センターに整備する。 

③事業の概要 

・学生が市役所以外の公共施設でも勉強できるように、学習スペースを設置する。 

・地域住民が歓談できるスペースを設置する。  

・音楽のまちをアピールするため、誰でも気軽に音楽に触れることができるように 

楽楽器（ピアノやギターなど）を設置する。 

・若者男女がゲームを通じて交流を深められるように e スポーツルームを設置する。 

６）婚活サービス料補助事業 

①目的 

結婚に前向きに取り組む者に対する結婚支援の強化を図ることで婚姻数の増加を図

り、少子化の改善を目指す。 

②目標 

民間の結婚相談所や婚活サイトなどの婚活サービスを利用して婚姻した後、湯沢市

に住所を有して居住するカップル 年間５組 

③事業の概要 

・婚活サービスを利用して婚姻した後、湯沢市に住所を有して居住しているカッ 

 プルで、婚姻に至るまでに結婚相談所等への婚活サービスでかかった費用（結 

 婚相談所等への入会金・登録料・年会費・婚活イベント参加料など）の合計額 

 の２分の１を補助（上限 20万円）する。 

・申請には婚活サービス等でかかった費用の領収証と婚姻証明書、湯沢市に居住 

 していることを示す書類の提示が必要。 

 

４．おわりに 

湯沢市若者や女性が輝くまちづくり推進協議会メンバー一同、湯沢市の未来を想い描き

ながら情熱をもって議論を深め、未来に向けた新たな一歩を踏み出すための事業提案に取

り組み、協議の成果をまとめた報告書を作成しました。 

 一層加速する人口減少や少子高齢化を起因とした問題が山積するなか、湯沢市の未来に

おいて予想される様々な課題を的確に把握し、真に必要とされる的を絞った施策や事業の

展開が求められます。湯沢市におかれましては、本報告書に示された内容についてご検討

いただき、事業計画の参考としていただければ幸いです。 

湯沢市若者や女性が輝くまちづくり推進協議会 

会長 小野塚 真美 
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湯沢市若者や女性が輝くまちづくり推進協議会開催報告書 

 

湯沢市若者や女性が輝くまちづくり推進協議会 

令和５年１０月 

 

 


